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た。
　また，2006年ころ第15号からは，編集委員は医師
だけでなく，広く各職種から選出してもらい，それ
まで医師だけで症例報告や研究発表を掲載していた
のが，一挙に病院全体の雑誌と言うふうに格上げさ
れました。後日，病院機能評価の時に，認定が１年
見送られ，各診療科の業績などを求められた時に，
それまでまとまったものがなかったため，この雑誌
が非常に役に立って，病院機能評価を得られたとい
う嬉しい逸話が残っています。事実，この時点で
は，保険診療による緩和ケア病棟建設予定でした
が，病院機能評価が得られなければ，緩和ケア病棟
の保検診療が認められないという条件でしたので必
死でした。そのように「日赤紀要」に尽力された阿
部先生が「日赤紀要」によって病院機能評価が得ら
れ，そしてその結果，建設が可能になった緩和ケア
病棟で人生の最期のときを御家族とともに過ごされ
たことは非常に感慨深いものがあります。本当に今
まで一緒に仕事が出来て感謝しています。
　ふと，テレビを見ていたら私の好きなテノール歌
手の秋川雅史さんの「千の風に乗って」の歌が流れ
てきて，ああ誰かに似ているなあといつも思ってい
たら，なんと，おおらかな雰囲気や全体の優しい感
じが阿部先生にそっくりだということに気がつきま
した。いつか冗談に「千の風に乗って」を歌ってと
阿部先生に無理難題を言ってみようと思っていたの
に，きっと阿部先生は，すこし首をかしげ，ちょっ
と困ったような微笑みをうかべながら，「また，村
井先生そんな無理難題を言って」といいながら，
「じゃあ，なにかの時に歌ってみましょうか」と冗
談っぽく言ってくれたんではないかと思うのです。
また，臨床研修の委員をしていた時，「息子さんは
臨床研修どこの病院で研修する予定なんですか」と
お伺いしたところ，ちょっと寂しそうに，そして，
私には少しすまなそうに「息子は，盛岡ではなく，
秋田で研修したいそうです」とおしゃっていまし
た。確かに，父親のいる病院では，お互いに，何か
とやりにくいかもしれないと思いました。その頃，
私は１人でも多く日赤病院の研修医を増やそうと奔
走していましたので，出来れば来てくれればうれし
いなと思って，聞いたのでした。その時の阿部先生
の顔は，しっかり父親の顔になっていて，「息子の
意思は尊重したい」という優しい理解のある父親の
顔でした。
　阿部先生を見ると，いつもその後ろには，おだや
かで愛情豊かなご両親の影や優しい奥様，聡明な子
供達がかいまみえて幸せのオーラが見えるような気
がしていました。
　阿部先生，すこし人生が駆け足でやって来たかも
知れませんが，私は，幸せな人生を過ごされてきた
ように思います。
　非常に，残念ではありますが，このへんでペンの
おきたいと思います。
　阿部知博先生，安らかにお眠りください。
　そして，一緒に楽しく仕事が出来たことに感謝し
ております。
　本当にどうもありがとうございました。
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